
322　事例紹介

【課　題】� 地下水保全
【主　体】� 大野市
【連絡先】� 大野市�産経建設部
� 建設整備課�湧水再生対策室
　yusui@city.fukui-ono.lg.jp

大野市

福井県

岐阜県

石川県

Profile

02
case 多様な主体の連携事例

大野市（福井県）

水の恩恵を「ありがとう」に
「水への恩返し」Carrying Water Project

一夜限りのレストランを企画した「水をたべるレストラン実行委員会」通称「ミズカラ」のスタッフ

　

湧
水
と
地
下
水
の
豊
か
な
ま
ち
、
大
野

市
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
湧
水
の
枯
渇

を
経
験
し
、
以
降
、
行
政
と
市
民
が
一
体

と
な
っ
て
湧
水
・
地
下
水
を
取
り
戻
し

保
全
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
大
野
市
で
は
、
こ
の
経
験
で
生
ま
れ

た
水
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
「
水
へ
の
恩

返
し
」
と
し
て
カ
タ
チ
に
し
て
発
信
し
て

い
く
新
た
な
取
組
、「
C
a
r
r
y
i
n
g�

W
a
t
e
r�

P
r
o
j
e
c
t
」

が

２
０
１
５
年
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

水
の
恵
み
を
世
界
へ

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
と
協
力
し
て
行
う
「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ

の
支
援
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
野
の
水

で
育
ま
れ
た
食
材
を
い
か
し
て
地
域
を
活

性
化
す
る「
水
を
た
べ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」や
、

教
育
に
よ
っ
て
大
野
市
の
水
に
関
す
る
知

見
と
感
謝
の
思
い
を
広
げ
て
い
く
「
水
の
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水
に
感
謝
し
、
水
の
恵
み
を
世
界
へ
広
げ
る

❶給水システムが完成し、きれいな水で遊ぶ子どもたち　❷「水環境の保
全・継承」の活動の一環としてドングリの苗を植える子どもたち

●❷

●❶

❼「第54回越前大野名水マラソン」（2018年
開催）では、１kmごとに10円、走った分だけ世
界の水対策のための寄付がおこなわれました。

●❼

●❸

❸地元の小学生が参加した「水の本」の贈呈式の様子　❹「水のがっこう」
の取組で作成された「水の本」　❺「水をたべるレストラン」のメニュー
の一つで、市民考案の「水まんじゅう」　❻市民、市職員、雑誌編集者、移
住者で行われた「大野の水と未来を語る集い」の様子。活発な意見交換が
行われた

●❻ ●❺

●❹

が
っ
こ
う
」、
さ
ら
に
「
水
環
境
の
保
全
・

継
承
」や「
意
識
啓
発
、賛
同
の
輪
の
拡
大
」

の
取
組
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
支
援
で
は
、
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

締
結
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
３
年
間
か
け

て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
６
基
の
給
水
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
農
村
部
で
は
、
子
ど
も
や
女
性
が
毎
日

の
よ
う
に
遠
く
の
水
源
ま
で
水
を
汲
み
に

行
っ
た
り
、
衛
生
的
な
水
が
使
え
な
い
た

め
子
ど
も
た
ち
が
皮
膚
病
な
ど
の
病
気
に

か
か
り
や
す
い
な
ど
の
現
状
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
支
援
に
よ
り
約
３
8
０
０
人
が

清
浄
な
水
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

広
が
る
「
水
へ
の
恩
返
し
」
の
輪

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
支
援
を
き
っ
か
け

に
、
市
民
が
「
水
へ
の
恩
返
し
」
に
つ
い

て
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
新

た
な
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
８
月
１
日
の
水
の
日
に

は
、
大
野
市
に
住
む
９
人
か
ら
構
成
さ
れ

る
実
行
委
員
会
、
通
称
「
ミ
ズ
カ
ラ
」
が

主
体
と
な
っ
て
一
か
ら
企
画
し
、
材
料
調

達
、調
理
、お
も
て
な
し
ま
で
を
行
う
「
一

夜
限
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
大
野
の
酒
蔵
で
つ
く
っ

た
日
本
酒
、
湧
き
水
で
炊
い
た
ご
飯
の
お

に
ぎ
り
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
招
待
客
に
水
へ
の
恩

返
し
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

次
世
代
・
未
来
へ
つ
な
げ
る

　

水
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
世
代
を
超

え
て
伝
え
て
い
く
た
め
、「
水
の
が
っ
こ

う
」
や
「
ど
ん
ぐ
り
の
里
親
事
業
」、「
大

野
の
水
と
未
来
を
語
る
集
い
」
と
い
っ
た

活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。「
水
の
が
っ

こ
う
」
で
使
わ
れ
る
「
水
の
本
」
は
、
子
ど

も
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
身
近
な
水
か
ら

世
界
の
水
ま
で
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ク
イ
ズ
形
式
で
水
に
関
す
る
課
題
や
解
決

方
法
を
紹
介
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
水
の
本
」
は
、
ユ
ニ
セ

フ
協
会
を
通
じ
て
、
全
国
の
小
・
中
・
高

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
へ
お
よ
そ
４
万

部
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
、「
水
へ
の
恩
返
し
」
の
思
い
を
世
界

に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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「
当
た
り
前
」を

「
あ
り
が
た
い
」に

「鍵」
その1

　

大
野
市
は
、
地
形
・
地
質
的
な
特
徴
か

ら
湧
水
・
地
下
水
に
恵
ま
れ
、
日
常
生
活

や
産
業
に
使
う
こ
と
で
、
暮
ら
し
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
、
こ
の
地
な
ら

で
は
の
湧
水
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
後
半
に
は
、
土
地

利
用
の
変
化
に
よ
る
地
下
水
か
ん
養
量
の

減
少
や
消
雪
用
に
使
う
地
下
水
の
汲
み
上

げ
す
ぎ
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
市
街
地
を

中
心
に
地
下
水
位
が
低
下
し
、
多
く
の
家

庭
で
井
戸
枯
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

御
清
水
を
は
じ
め
市
内
に
あ
っ
た
湧
水
が

干
上
が
り
、
ま
ち
の
景
色
や
水
と
親
し
ん

で
き
た
生
活
様
式
も
一
変
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

主
婦
を
中
心
に
市
民
が
立
ち
上
が
っ
て
湧

水
を
取
り
戻
す
活
動
が
始
ま
り
、
こ
れ
が

地
下
水
保
全
条
例
の
制
定
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
を
経
験
し
た
こ

と
が
、
水
へ
の
意
識
を
「
当
た
り
前
」
か

ら
、「
あ
り
が
た
い
」
へ
と
変
え
て
い
く
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
が
参
画
で
き
る
体
制

「鍵」
その2

　

　

大
野
市
で
は
、
湧
水
が
枯
れ
た
経
験
を

き
っ
か
け
に
、
市
民
参
画
に
よ
る
地
下
水

の
保
全
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
９
７
７
年
に
「
大
野
市
地
下
水
保
全

条
例
」
を
制
定
、
そ
の
翌
年
に
は
、
地
下

水
保
全
の
た
め
の
「
水
田
湛
水
事
業
」
を

全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
１
９
７
８
年
に
は
、
市
民
の
手
に
よ

る
地
下
水
位
観
測
も
開
始
さ
れ
、
40
年
以

上
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
毎
日
休
み
な
く
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
市
内
32
観

測
地
点
の
半
分
に
あ
た
る
16
地
点
で
市
民

の
手
に
よ
り
水
位
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
測
さ
れ
た
水
位
は
毎
日
、
市
役
所
へ
報

告
さ
れ
、
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
毎
日
地
下
水

の
状
況
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

掲
示
板
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
、
立
て
続
け
に
地
下
水
の
保
全
策

を
打
ち
出
し
て
い
く
中
で
、
市
民
の
活
動

へ
の
参
画
も
進
み
ま
し
た
。
１
９
８
５
年

頃
か
ら
、
御
清
水
、
本
願
清
水
、
中
野
清
水

に
お
い
て
市
民
が
会
を
つ
く
り
、
年
に
数

回
、
地
元
の
小
・
中
学
生
と
一
緒
に
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
１

年
か
ら
小
学
４
年
生
を
対
象
に
水
環
境
に

❽水が豊富だった本願清水で水遊びをする子どもたち（昭和 34年）　❾過剰取水に
よって枯れてしまった本願清水（昭和 53年）　�復活した本願清水の様子（現在）

●❽

●�

●❾

流域マネジメント、ここが「鍵」

拡大を検討中 継続

こ
れ
ま
で
の
取
組

古
く
か
ら
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
酒
、
味
噌
、
豆

腐
な
ど
、
水
を
使
っ
た
食
品
加
工
業
も
盛
ん
で
し
た
。

１
９
７
０
年
代
頃
か
ら
市
街
地
の
井
戸
枯
れ
が
発
生

し
た
た
め
、
地
下
水
の
回
復
、
再
生
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

2020 2010 2000 1980 1970

冬
季
水
田
湛
水
事
業

「
大
野
市
地
下
水
対
策
審
議
会
」
設
置

1973

「
越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計
画
」
策
定

2011

Carrying�W
ater�Project

開
始

2015

「
大
野
市
地
下
水
保
全
条
例
」
制
定

1977

「
大
野
市
地
下
水
総
合
調
査
」
実
施

2001-02

「
地
下
水
保
全
基
金
」
設
立

2000

「
大
野
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」
策
定

2005

約 10ha
（1978 〜）

約 30ha
（2012 〜）

１
９
７
１
頃　

井
戸
枯
れ
発
生

１
９
８
０
頃
～　

湧
水
復
活
傾
向

２
０
１
２
頃
～　

地
下
水
位
上
昇
傾
向
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関
す
る
総
合
学
習
を
継
続
的
に
実
施
し
て

お
り
、
水
の
大
切
さ
を
次
世
代
へ
と
受
け

継
ぐ
た
め
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
年
に
亘
り
、
活
動
を
続

け
て
い
く
中
で
、
市
民
の
中
に
水
へ
の
感

謝
の
思
い
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

「
ま
ち
」が

誇
り
に
な
る
活
動

「鍵」
その3

　

市
民
参
画
に
よ
る
継
続
的
な
地
下
水
保

全
の
活
動
に
よ
っ
て
、
近
年
は
地
下
水
位

も
回
復
傾
向
に
あ
り
、
安
定
的
に
地
下
水

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
井
戸
や
湧
水
が
枯
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
を
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
、
ま
た
こ
の
水
へ
の
感
謝
と

水
の
恵
み
を
世
界
に
広
げ
シ
ェ
ア
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
水
へ
の
恩
返
し
」

の

取

組
、「
C
a
r
r
y
i
n
g�

W
a
t
e
r�

P
r
o
j
e
c
t
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
C
a
r
r
y
i
n
g�

W
a
t
e
r�

P
r
o
j
e
c
t
」
の
よ
う
な
水
循
環
に

関
す
る
取
組
が
活
発
化
し
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
、
大
野
市
の
「
人
、
も
の
、
仕

事
を
活
性
化
さ
せ
て
、
人
口
減
少
対
策
に

つ
な
げ
る
」
と
い
う
市
政
の
方
向
性
と
、

市
民
や
関
係
者
を
巻
き
込
ん
で
ま
ち
を
元

気
に
し
て
い
く
水
循
環
の
取
組
が
一
致
し
、

こ
れ
を
加
速
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
学
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
積
極
的
に
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
成

果
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
効
果
的
に
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
の
活
動
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
大
野
と
い

う
「
ま
ち
」
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
市
外
の
人
や
企
業
・
大

学
な
ど
か
ら
取
組
へ
の
賛
同
を
得
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
外
か

ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
民
は
大
野
と

い
う
「
ま
ち
」
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に

な
り
、
活
動
と
発
信
が
よ
り
活
発
化
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
注
目
が
高
ま
る
と
い
っ

た
好
循
環
が
生
ま
れ
て
お
り
、「
一
夜
限

り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

自
主
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
魅
力
的
な
「
ま
ち
づ

く
り
」
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

関係／交流／
定住人口増加／
企業・大学等の
賛同、協力

ソーシャルな
ブランディングを

通じた
活動の輪の拡大

リフレクション
による
インナー

ブランディング

大野という地域の
認知度、パブリック
イメージの向上

地域の活力向上
各種活動の促進

市民の大野に対する
自信と誇りの向上

・水のがっこう
・水をたべるレストラン
・東ティモールへの支援
・水環境の保全・継承
・意識啓発、賛同の輪の拡大  など

「水への恩返し」
の推進、成果の発信

「水への恩返し」の推進、成果の発信の効果

�子どもたちとともに、20年以上続けられている中野清水の清掃活動　�ほぼ毎
日観測されている地下水位とその日の地下水位観測値。義景公園にて　�水の大切
さ、感謝の気持ちが養われていく総合学習の様子　

●�

●�●�
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研
究
機
関
と
の
連
携
が

加
速

注目1

　

大
野
市
は
、
行
政
と
市
民
の
長
年
に
亘
る

継
続
的
な
地
下
水
保
全
活
動
が
認
め
ら

れ
、
２
０
１
３
年
に
日
本
水
大
賞
「
環
境

大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
通
し
て
大
野
市
へ
の
注
目
度
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
一
つ
の
地
域
で
地
下

水
が
か
ん
養
さ
れ
湧
出
す
る
と
い
う
地
理

的
な
条
件
も
加
わ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
機
関
・
大
学
が
大
野
市
を
地
下
水
の
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
３
年
度

か
ら
は
筑
波
大
学
が
、
２
０
１
４
年
度
か

ら
は
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
が
中
心
と

な
っ
て
、
市
内
小
学
生
と
協
働
し
た
地
下

水
温
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
が
水
循
環
解
析

モ
デ
ル
に
よ
る
解
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
、
大

野
市
の
地
下
水
の
挙
動
が
徐
々
に
解
明
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
下
水
に

関
す
る
研
究
の
た
め
の
施
設
を
整
備
す
る

な
ど
、
若
手
の
研
究
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
た
情
報
発
信

注目2

　

「
水
の
ま
ち
大
野
」
と
い
う
印
象
が
生

ま
れ
た
要
因
の
一
つ
に
、
積
極
的
な

情
報
発
信
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
大
野

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
F
a
c
e
b
o
o
k
や

I
n
s
t
a
g
r
a
m
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
、
広
く
大
野
市
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
方
向
の
情
報

発
信
だ
け
で
は
な
く
、
市
職
員
が
地
下
水

に
関
連
す
る
学
会
や
講
演
会
を
通
じ
て
学

識
者
や
他
の
自
治
体
の
担
当
者
と
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る

こ
と
も
次
の
活
動
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

し
て
市
外
の
方
に
大
野
市
の
取
組
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
協
力
者
を
得
た
り
、

訪
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
も
自
分
の
ま
ち
の

活
動
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
意
欲
の
向

上
や
さ
ら
な
る
協
働
が
促
進
さ
れ
、
継
続

的
な
活
動
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
が
一
体
と
な
っ
た

事
業
の
推
進

注目3

　

大
野
市
で
は
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と

な
っ
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
、
市
の
ト
ッ

プ
が
率
先
し
て
活
動
に
関
わ
り
、
水
に
関

す
る
取
組
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
会
や
講
演
会
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
市
長
自
ら
が
出
席
し
、
大
野

市
の
水
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
副
市
長
も
東
テ
ィ
モ
ー
ル

に
出
向
い
て
現
地
の
方
々
と
の
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
新
た
な
企
画
を
提
案
す
る
な

ど
積
極
的
に
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
の
ト
ッ
プ
と
職
員
、
市

民
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
、
水

の
ま
ち
大
野
が
活
性
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

�研究機関による水の流
れの解析結果（2012 年）　
�現地で行われる筑波大
学の実習の様子　�地元
の小学生から水に関する
メッセージボードを受け取
る市長（当時）

木
瓜
川

木
瓜
川

赤
根
川

赤
根
川

真
名
川

真
名
川清

滝
川

清
滝
川

九
頭
竜
川

九
頭
竜
川

大野市役所大野市役所

JR越前大野駅JR越前大野駅亀山公園亀山公園

11

22334466
77
88

99
10101111
1212

1313

1414

【凡例】
■ 湧水地点及び番号
１：本願清水 ８：弥生公園の清水跡
２：御清水 ９：篠座神社の御霊泉
３：お馬屋池 10：馬清水
４：新堀清水 11：殿様清水
５：義景清水 12：ふくべ清水
６：こせき清水 13：中荒井の清水
７：山王神社の堀 14：中野清水
 地表水の流線軌跡
 地下水の流線軌跡

55

JR北大野駅JR北大野駅
九頭竜川ダム統合管理事務所九頭竜川ダム統合管理事務所

JR牛ケ原駅JR牛ケ原駅

JR柿ヶ島駅JR柿ヶ島駅JR下唯野駅JR下唯野駅

JR越前田野駅JR越前田野駅

下荒井堰下荒井堰

JR越前富田駅JR越前富田駅

●�

●�

●�

大野市の、ここにも「注目」
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湧
水
が
復
活
し
、地
下
水
位
も
回
復
傾
向

　

一
度
は
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
湧
水
地

も
現
在
で
は
復
活
し
、
再
び
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
地
下
水
位
も
昔
の
よ
う
な
低
下
傾

向
は
見
ら
れ
ず
、
近
年
は
回
復
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

観
光
客
数
が
10
年
前
の
１
・
４
倍
に

　

大
野
市
で
は
、
観
光
客
数
が
年
々
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
10
年
間
で
１
・

４
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
霧
の
中
に
浮
か

び
上
が
る
天
空
の
城
越
前
大
野
城
を
は
じ

め
、
御
清
水
に
代
表
さ
れ
る
湧
水
地
な
ど
、

水
が
も
た
ら
す
景
観
が
大
野
に
訪
れ
る
観

光
客
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

大
野
の
魅
力
に
気
づ
い
た
若
者
が
魅
力

を
広
め
る
活
動
を
開
始

　

大
野
市
で
は
、
一
度
は
他
の
町
に
住
み
、

再
び
市
に
戻
っ
て
き
た
Ｕ
タ
ー
ン
の
市
民

や
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
市
民
が
大
野
の
魅
力
を

伝
え
る
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
野
の
水
と
未
来
を
語
る
集

い
」
で
は
、
市
民
が
集
ま
り
、
水
を
通
し

て
大
野
が
よ
り
輝
く
た
め
の
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
自
発
的
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
も
取
組
の
成
果
と
言
え

ま
す
。

活動の�
成　果

大野市の活動が盛り上がっている�
ポイントは？
大野にはほぼ毎日地下水位を測ってくれ
る市民や湧水地を清掃してくれる団体が
あるなど、一人ひとりが水を大切に利用し
てきた水文化があります。Carrying�Water�
Project は注目されやすいのですが、こう
いった市民の地道な活動の積み重ねが土台
となって、新しい活動がいきているのだと
思います。

取組で心がけていることは�
ありますか？
私たちの役割は、市民の皆さんの自発的な
思いを引き出していくこと。東ティモール
の支援に同行し工事に携わった大野の若者
が「このような方法だったら自分も協力で
きる」と提案の声をかけてくれたりして、
大変嬉しく思っています。

これまで一番苦労した点と�
その克服方法は？
大野市湧水再生対策室は2012年に新たに
立ち上がった部署で、前任者もいない状況
でした。これまで、大野市では地下水位の
観測や冬季の水田湛水事業を長く行ってき
ましたが、これから新たに何を始めればい
いか悩みました。そのため、各地で実施さ
れている事業の視察など、できることから
始めました。

活動する上で重要な視点や�
鍵となった活動や場面は？
活動する上で重要な視点は、現地を見るこ
と。現地を見ることで実態を知ることがで
き、これが次の自分たちの考えや活動の
きっかけにつながっていくのだと思いま
す。

［若者の活動を陰で支える］
大野市上下水道 課長

帰
かえり

山
や ま

 寿
と し

章
あ き

さん

 略歴 　2018 年までの 7 年間、湧水再生対策室や
（一財）水への恩返し財団にて大野市の地下水保全、
Carrying Water Project に関する取組に携わる。
東ティモールにも 4 回訪問し、現地の方と大野市民
のつなぎ役としての重要な役割を果たしている。
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市民団体を講師に「水への感謝」の想いをデザインする子どもたち


